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＜東北大学海外短期特別研修短期特別研修 Q & A＞ 

I. 応募・選考 

Q1. 必要書類の一部を期日までに提出することができません。どうすればよいですか？ 
期日までに全ての応募書類を提出することができない場合は、理由にかかわらず応募することはできません。つまり、選考の

対象外となります。 

Q2. 選考基準を教えてください。 
選考は、書類選考を基本として行われます。書類選考のみで判断できない応募者に限り、面談を実施する可能性があり

ます。応募書類に不備がある場合は選考対象外となります。選考結果の理由の開示は行いません。 

Q3. 応募用紙を作成する際に、アドバイスや添削などはしてもらえますか？ 
応募用紙の論述内容は審査に関わる内容のため、公平性を期するためにアドバイスや添削指導等は行いません。 

Q4. 大学院学生は応募できますか？ 
応募できます。 

Q5. 海外旅行保険に加入する必要はありますか？ 
参加が決定した方は、東北大学指定の海外旅行保険である「付帯海学」に必ず加入していただきます。加入方法は参

加決定後に案内します。 

II. 費用について 

Q1.  参加者が支払う費用とは何ですか？ 
東北大学／IITB が研修の集合・解散場所～研修地の往復の航空券に係る費用、並びに研修地での宿泊費を負担し

ます。参加者は、それ以外の費用（パスポート申請、ビザ申請、集合・解散場所まで／からの移動、海外旅行保険、提供
される食事以外の食費、出入国手続きなどに係る費用等）を自己負担する必要があります。 

III.  現地での生活 

Q1. 病気や怪我をした時の医療費が心配です。 
本研修の全参加者は、大学が指定する海外旅行保険である「付帯海学」への加入が義務付けられます。加入保険会

社と提携する医療機関で治療を受ける場合は、キャッシュレス（医療機関から保険会社に直接請求するため、患者はその
場で支払う必要がない）で受診することができます。また、提携する医療機関が近隣にない場合は、まずは自己負担し、後
日請求※することができます。詳しくは、プログラム参加決定後に説明します。 
※付帯海学による補償の範囲内での請求 

IV. 研修の途中変更やキャンセル 

Q1. 応募後のキャンセルはできますか？ 
合格発表後の辞退は原則として認められません。研修の日程をよく確認し、確実に参加できる場合にのみ応募するように

してください。所属学部・研究科等の追試験・再試験期間や研究用務等と重なっている場合は、応募できません。 
合格発表後、直ちに本プログラム参加者の航空券等を手配します。病気や事故などのやむを得ない事情で参加を辞退す

る場合であっても、旅行代金のキャンセル料等の支払いは参加者の負担となります。 

Q2. 途中参加、途中帰国、現地研修終了後の個人旅行（日本帰国前）はできますか？ 
できません。日本出発から日本帰国までは団体渡航です。追試験や再試験などによる途中参加・帰国も認められません

ので、必ず事前に試験日程等を確認してください。また、研修期間中、所定の滞在先以外での宿泊（外泊）および滞在
国以外への渡航は認められません。 

Q3. 研修が中止となることはありますか。 
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テロや天災、感染症の拡大等、不測の事態が発生した場合には、大学の判断で研修の実施を中止・中断することがあり
ます。 

 

V. 事前・事後報告会 

Q1. どうしても事前研修や事後報告会に参加できない場合はどうすればよいですか？ 
本研修参加の条件として、事前研修、事後報告会への積極的な参加が義務づけられていますが、やむを得ない理由

（大学の授業や試験等）により欠席や遅刻する場合、事前に研修担当教員に連絡し、欠席・遅刻理由届を提出してくだ
さい。 

 

VI. その他 

Q1. 現在、治療中の症状や健康上の問題がありますが、応募できますか？ 
応募する前に、主治医に研修内容を説明して、参加することについての許可を得てください。 

海外滞在中は、環境の変化により、体調に影響が出る可能性がありますので、この点も主治医にしっかり相談してください。 

Q2. 研修先でコロナウイルス等の感染症に感染した時はどのような支援が受けられますか？ 
現地医療機関の紹介など保険会社からのサポートを受けることができます。詳細事前研修の際などに担当教員に確認し

てください。また、帰国直前に感染症等に感染し予定通り帰国できない場合には、渡航先国が定める手順に従って治療や
隔離措置などを受けていただきます。感染者以外の参加者は予定通り帰国となりますので、保険会社からのサポートを受け
ながら感染者のみ現地に留まることになります。 

Q3. 出国や入国時に感染症等への感染が判明し、隔離施設（ホテル）などに滞在する必要が出た場合、その手配と費
用は参加者の負担となりますか？ 

隔離施設（ホテル）の手配や費用負担は、原則、参加者が行います。 

Q4. この Q&A に記載されている以外の質問がある場合はどうすればよいですか？ 
留学生課（sab_query@grp.tohoku.ac.jp）へメールで問い合わせてください。問い合わせの際は、①件名（IITB

プログラムへの参加を検討している旨を明記） ②氏名 ③学部・学年 ④問い合わせの内容を明記してください。 
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